
科目 章 講義内容 配信時間 講　師

・社会保障を取り巻く状況

・精神保健医療福祉の現状

・精神保健医療福祉分野における制度改正等

・入院制度等

・医療観察法

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

・今後の方向性等について

・精神科訪問看護等をめぐる動向及び活動の実態

・訪問看護ステーションへの報酬

・精神科訪問看護に係る報酬

・多機関・多サービス・多職種との連携

・精神疾患を有するものに関するアセスメント

・病状悪化の早期発見・危機介入

4
第3章２節

精神疾患と治療について②
・精神科薬物療法等に関する援助
　　薬物療法・精神療法・電気けいれん療養・rTMS等

約2時間

・障がい者とは

・障害福祉の制度・施策の変遷

・障害福祉サービスの利用（１）相談支援

・障害福祉サービスの利用（２）相談支援専門員等

・精神障がい者の生活を支える視点
　　地域移行・精神障害にも対応した地域包括ケアシステム・
　　障害者総合支援法の給付・事業等

・所得保証
　　障害年金・生活保護・生活困窮者自立支援制度

・権利擁護
　　日常生活自立支援・成年後見制度

・家族支援

・多職種連携

・精神科地域ケアと訪問看護

・支援の考え方～ストレングスモデルとリカバリー

・対話に使えるスキル

・適正な訪問看護の推進

・GAFスコア評価について

・精神障がい者への訪問看護活動の特徴

・訪問看護時の留意点（１）

・対人関係の援助（１）～関係構築のプロセス～

・対人関係の援助（２）～コミュニケーションは技術～

・訪問看護時の留意点（２）

・症状悪化の早期発見

・危機介入

・医療継続の支援

・家族支援

合　計 約19時間

※この他、各章の確認テストおよび最終テストの受験に係る時間が3時間程度必要です。

10
第6章1節

精神科訪問看護の実際①

進 あすか 氏
（訪問看護ステーション みのり
統括管理責任者）

11
第6章2節

精神科訪問看護の実際②

12
第7章1節

精神科訪問看護の実際③

13
第7章2節

精神科訪問看護の実際④

約1時間

約1.5時間

約1時間

約1時間

8
第5章1節

精神科訪問看護の理解と
アセスメント①

萱間 真美 氏
（国立看護大学校長）

9
第5章1節

精神科訪問看護の理解と
アセスメント②

約1時間

約1.5時間

3
谷口　典男 氏
（浅香山病院　名誉院長）

約1時間
第3章1節

精神疾患と治療について①

5

第4章1節
精神障がい者を介護する家族の

支援と精神障がい者及び家族を地
域で支えるための社会資源と制度

の利用①

今村　まゆら 氏
（地域生活支援センターリヒト
相談支援専門員・精神保健福
祉士・社会福祉士）

6

第4章2節
精神障がい者を介護する家族の

支援と精神障がい者及び家族を地
域で支えるための社会資源と制度

の利用②

7

第4章2節
精神障がい者を介護する家族の

支援と精神障がい者及び家族を地
域で支えるための社会資源と制度

の利用③

約1.5時間

約1.5時間

約1時間

令和8年度改訂版精神障がい者の在宅看護セミナー～精神科訪問看護基本療養費の届出要件を満たす研修～

1
第1章

精神保健医療福祉の現状
と動向

川中　淑恵　氏
（厚生労働省 社会・援護局
障害保健福祉部 精神・障害保
健課 地域移行支援専門官）

2
第2章

精神科訪問看護の動向と
制度

大竹　尊典
（本財団 事務局次長）

約1.5時間

約3.5時間


